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恵
那
え
ん
ぴ
つ
の
会
で
は
、

物
語
り
作
り
の
基
礎
を
学
ぶ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

５
月
１５
日
、
６
月
１９

日
、
７
月
２４
日
（
水
曜
日
）
午

後
１
時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー

□
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

□
定
員　

１５
人

□
料
金　

１
０
０
０
円

□
持
ち
物　

原
稿
用
紙
、
筆
記

用
具

　
　
　
　

恵
那
え
ん
ぴ
つ
の
会

（
小
笠
原
）志
４
３
―
２
１
０
５

　　

本
州
最
高
峰
に
自
生
す
る
樹

齢
２
７
０
年
の
国
の
天
然
記
念

物
「
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
」
や
、
山

頂
に
自
生
す
る
「
ヒ
カ
リ
ゴ

ケ
」、
ミ
ニ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

の
「
あ
ん
こ
う
」
な
ど
、
笠
置

山
の
自
然
に
触
れ
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

５
月
２６
日
㈰
（
少
雨

決
行
）

□
集
合
場
所
・
時
間　

▽
さ
わ

や
か
コ
ー
ス
（
５
・
２
キ
ロ
）

＝
笠
置
コ
ミ
セ
ン
・
午
前
８
時

半　

▽
ら
く
ら
く
コ
ー
ス（
２
・

９
キ
ロ
）
＝
笠
置
山
登
山
道 

記
帳
小
屋
・
午
前
１０
時　

▽
お

先
に
失
礼
コ
ー
ス
（
０
・
９
キ

ロ
）
＝
高
根
駐
車
場
・
午
前
１１

時□
下
山
時
間　

午
後
２
時

□
料
金　

▽
高
校
生
以
上
＝

５
０
０
円（
当
日
集
金
し
ま
す
）

▽
中
学
生
以
下
＝
無
料

□
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、

雨
具
、
タ
オ
ル

□
締
め
切
り　

５
月
２１
日
㈫

　
　
　
　

笠
置
コ
ミ
セ
ン
志
２

７
―
３
１
１
０

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き　

６
月
４
日
、
１１
日
、

１８
日
、
２５
日
（
火
曜
日
）
午
前

９
時
半
―
１１
時
半
（
全
４
回
）

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

や
７

セ
ブ
ン

、
８

エ
イ
ト

を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

【
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座
】

□
と
き　

６
月
６
日
、
１３
日
、

２０
日
、
２７
日
、（
木
曜
日
）
午

後
１
時
―
３
時 

（
全
４
回
）　

□
内
容　

エ
ク
セ
ル
を
使
い
、

基
本
的
な
操
作
か
ら
表
計
算
や

グ
ラ
フ
機
能
を
学
習
し
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
申
し
込
み
期
間　

５
月
１１
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

５
月
２７
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。
再
受
講
者

の
受
講
の
可
否
は
、
５
月
２８
日

㈫
以
降
に
連
絡
し
ま
す
。

※
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分
か
ら
な
い

方
、
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
方
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７　

　　

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
通
し
て
、

社
会
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
見
学

も
大
歓
迎
で
す
。

□
と
こ
ろ
・
と
き　

▽
岩
村
福

祉
セ
ン
タ
ー
＝
５
月
１０
日
、
２４

日
、
６
月
７
日
、
２１
日
（
金
曜

日
）
午
後
１
時
―
３
時　

▽
市

福
祉
セ
ン
タ
ー
＝
５
月
１５
日
、

２９
日
、
６
月
１２
日
、
２６
日
（
水

曜
日
）
午
前
１０
時
―
正
午
、
午

後
１
時
―
３
時

□
対
象　

市
内
に
在
住
し
、
障

害
者
手
帳
を
持
つ
方
、
難
病
疾

患
の
方

□
定
員　

各
５
人
（
先
着
順
）

□
内
容　

パ
ソ
コ
ン
入
門
や

ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
礎

□
料
金　

２
５
０
円
／
回
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
）

□
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

※
受
講
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま

す
　
　
　
　

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン

サ
ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０

９
０
―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

　

恵
那
駅
前
は
道
路
が
美
し
く
整
備

さ
れ
て
お
り
、
中
山
道
沿
い
に
は
飲

食
店
や
雑
貨
店
、
人
懐
か
し
い
家
並

み
と
迷
路
の
よ
う
な
細
い
路
地
な

ど
、
日
本
の
原
風
景
が
あ
り
ま
す
。

魅
力
あ
る
観
光
資
源
だ
と
思
い
ま
す

が
、
歩
く
人
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
の
れ
ん

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
利
用
し
、

の
れ
ん
を
年
間
通
し
て
商
店
街
の
軒

先
に
飾
れ
ば
路
地
裏
が
引
き
立
ち
ま

す
。
日
本
の
真
ん
中
と
い
う
立
地
条

件
や
中
山
道
広
重
美
術
館
の
活
用
に

よ
る
文
化
の
発
信
で
観
光
を
ア
ピ
ー

ル
。
駅
前
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
つ
く
り
、
駅
前
通
り
の
活
性
化

を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

駅
前
を
通
り
、
東
西
に
抜

け
る
中
山
道
は
、
市
を
代
表

す
る
観
光
資
源
の
一
つ
で
す
。
大
井

宿
本
陣
跡
や
行あ

ん

在ざ
い

所し
ょ

、
中
山
道
ひ
し

屋
資
料
館
、
中
山
道
広
重
美
術
館
な

ど
の
文
化
的
な
施
設
と
駅
前
商
店
街

な
ど
が
連
携
し
て
観
光
の
情
報
発
信

を
し
て
い
く
こ
と
は
、
活
気
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
商
店
街
連
合
会
や
商
工

会
議
所
な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
駅

前
商
店
街
の
活
気
を
取
り
戻
そ
う

と
、
ま
ち
な
か
市
を
銀
座
通
り
で
年

に
４
回
開
催
し
て
お
り
、
第
１０
回
目

を
今
月
１８
日
㈯
に
開
き
ま
す
。

　

旧
中
山
道
沿
い
の
家
や
店
の
軒
下

に
の
れ
ん
を
飾
る
、
の
れ
ん
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
も
、
商
店
街
の
方
々
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
４
回

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
し
、

活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
観
光
交
流
室
）

　

こ
と
し
も
、
恵え

奈な

の
里
、
次す

き

米ま
い

み
の
り
祭
の
お
田
植
え
祭
を

開
催
し
ま
す
。
親
子
で
早
乙
女

の
衣
装
を
着
て
田
植
え
を
し
ま

せ
ん
か
。

□
と
き　

５
月
１８
日
㈯
午
前
９

時
―
正
午

□
と
こ
ろ　

長
島
町
正
家
地
内

の
斎
田
（
円
通
寺
南
）

□
対
象　

女
性
の
親
子
で
、
子

ど
も
は
小
学
４
年
生
―
中
学
３

年
生

□
定
員　

１０
組
２０
人

□
料
金　

無
料

□
申
し
込
み
方
法　

①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
―
を

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
で
申
し
込
む
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
で
決
定
し
、
５

月
１３
日
㈪
に
連
絡
し
ま
す
。

□
締
め
切
り　

５
月
１０
日
㈮
　

　
　
　
　
恵
奈
の
里
次
米
み
の

り
祭
実
行
委
員
会
（
市
観
光
交

流
室
内
）
志
２
６
―
２
１
１
１

（
内
線
５
３
２
）、
思
２
６
―
２

８
６
１
、
死sh

ou
k
ou

k
an

k
ou

@
city

.en
a.lg

.jp

　　

犯
罪
や
事
件
、
事
故
に
遭
っ

た
被
害
者
や
家
族
、
遺
族
の
被

害
回
復
を
支
援
す
る
た
め
、
電

話
や
面
接
相
談
、
裁
判
所
な
ど

の
付
き
添
い
支
援
を
す
る
活
動

員
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

□
と
き　

８
月
上
旬
―
１０
月
上

旬□
対
象　

２５
―
６５
歳
で
月
２
回

程
度
の
相
談
や
支
援
な
ど
の
活

動
が
で
き
る
方

□
定
員　

１５
人

□
申
し
込
み
方
法　

は
が
き

に
、
①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④

電
話
番
号
⑤
「
資
料
請
求
」
―

を
明
記
し
郵
送
す
る

□
締
め
切
り　

５
月
３１
日
㈮
　

　
　
　
　
〒
５
０
０
―
８
３
８

４
岐
阜
市
薮
田
南
５
―
14
―
12

シ
ン
ク
タ
ン
ク
庁
舎
公
益
社
団

法
人
「
ぎ
ふ
犯
罪
被
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
」
志
０
５
８
―

２
７
５
―
３
９
３
３

　　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら
一
斎

塾
で
は
、
本
年
度
も
計
６
回
の

講
座
を
計
画
し
ま
し
た
。
１
回

目
は
、
迫
力
あ
る
津
軽
三
味
線

「
お
楽
し
み
民
謡
紀
行
」
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　

１０
年
前
か
ら
郷
土
の
先
人
を

顕
彰
し
な
が
ら
、
業
績
や
今
に

生
き
る
教
え
な
ど
を
「
人
づ
く

り
、
心
育
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
」

に
生
か
す
た
め
、
年
数
回
の
公

開
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

□
と
き　

５
月
１８
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
出
演　

高
橋
傳
次
郎
氏
（
高

橋
流
渡
辺
会
会
主
）、
高
橋
祐

紀
和
氏

□
料
金　

無
料

　
　
い
わ
む
ら
一
斎
塾（
鈴
木
）

志
０
９
０
―
８
１
３
５
―

２
４
２
１

　　

恵
那
三
学
塾
山
岡
委
員
会
で

は
「
山
岡
の
城
跡
と
戦
国
ロ
マ

ン
を
追
う
ハ
イ
キ
ン
グ
と
講
演

パ
ー
ト
Ⅱ
」
と
題
し
て
、
山
田

城
跡
と
下し

も

手と
う

向げ

城
跡
の
見
学
と

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き　

５
月
１９
日
㈰
午
前
９

時
―
午
後
３
時
半　

▽
午
前
＝

城
跡
巡
り　

▽
午
後
＝
講
演
会

※
小
雨
決
行
、
雨
天
時
は
現
地

見
学
中
止
、
９
時
か
ら
講
演
会

を
行
い
ま
す

□
と
こ
ろ　

山
岡
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
集
合

□
料
金　

無
料

□
持
ち
物　

弁
当
、
雨
具
な
ど

　
　
　
　

山
岡
コ
ミ
セ
ン
志
５

６
―
２
６
１
８

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

▲早乙女の衣装で田植え▲笠置山のヒトツバタゴ

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲軒先に飾られたのれん

次
米
「
お
田
植
え
祭
り
」

田
植
え
の
希
望
者
募
集

笠
置
山
な
ん
じ
ゃ
も
ん

じ
ゃ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

被
害
者
支
援
活
動
員
の

養
成
講
座

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
受
講
生
を
募
集

観
光
資
源
を
生
か
し
た
恵

那
駅
前
通
り
の
活
性
化

第
１
回
い
わ
む
ら
一
斎

塾
特
別
公
開
講
座

物
語
り
作
り
の
基
礎
講

座

パ
ソ
コ
ン
の
６
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

申
・
問

申
・
問

山
岡
の
城
跡
ハ
イ
キ
ン

グ
と
戦
国
講
演
Ⅱ


